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   開     議 

 

 

○蒲生光男議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○蒲生光男議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 順位11番、議席番号７番、我妻 

昇議員。 

  （７番我妻 昇議員登壇） 

○７番 我妻 昇議員 おはようございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 振り返って考えてみますと私自身、昨年の３

月定例会から丸１年間、観光振興について議論

してまいりました。一般質問や予算総括で何度

も同じようなことを繰り返し質問してまいりま

して気づいたことは、自分は何てしつこい性格

なんだろうかということであります。懲りもせ

ず、このたびも観光振興について質問させてい

ただきますので、内谷市長にご答弁をお願いす

るものであります。 

 長井市には自慢すべき観光資源が数多くある

と思っておりますが、観光地ですと胸を張って

言えるような状態ではありません。でも、これ

からは観光を産業化させたい、観光で雇用創出

を図りたい、観光で中心市街地活性化を目指す

という強いリーダーシップを持って内谷市長は

長井市を牽引しようとしておられます。 

 私は、この考え方は理解できますし、ぜひし

っかりと取り組んでほしいと思っております。

しかしながら、冷静に考えますと長井市にだけ

観光客が訪れるということはまずあり得ないの

ではないか、観光客を呼びたいのならば、少な

くとも置賜３市５町の間の緊密で戦略的な連携

が絶対条件ではないかと思えてくるのでありま

す。お客様をとり合うのではなく、共有するよ

うな考え方に立たないといけないのではないで

しょうか。 

 ですが、この１年間の観光振興にかかわる議

論を思い返したとき、このことについてはほと

んど語られてこなかったように感じております。 

 今、策定委員の皆様が観光振興計画の作成に

ご尽力をいただいており、途中経過だとは思い

ますが、広域連携についてどのように盛り込ま

れていくものなのか、お聞かせください。 

 また、現時点で内谷市長は、それぞれの市長、

町長と広域連携についてどれだけの意思疎通を

図っておられるものかもお聞きするものであり

ます。 

 平成25年度は、翌26年度のデスティネーショ

ンキャンペーンのプレキャンペーンの年である

と聞いております。６月のあやめまつりころか

ら本格的に取り組むことになるだろうと思いま

すが、首長同士、行政同士の連携はもちろんの

こと、観光協会や市民レベルの連携に発展させ

る絶好のチャンスではないかと思っております。

これまでのような花回廊だけの緩やかな連携に

とどまらず、通年型の10年、20年先を見越した




